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節
用
集
類
写
本
の
生
成
と
展
開
の
仮
説 

 

柏
原 

司
郎 

  

一 

室
町
期
の
節
用
集
を
古
本
節
用
集
（
略
し
て
古
本
と
も
）
と
呼
ん
で
、
近
世
節

用
集
と
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
古
本
の
中
に
は
、
「
節
用
」
以
外
の
書
名
の
も
の
が
あ

り
、
内
容
は
後
世
の
節
用
集
に
通
じ
る
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
安
田
章
氏
の
解
説
（
１
）

に
は
後
稿
に
示
す
と
お
り
、
異
名
六
本
が
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
書
名
を
重
視
す

れ
ば
節
用
集
の
異
本
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
表
題
の
よ
う
に
節
用
集
類
と
い
う
総
括
し

た
呼
称
が
適
切
と
考
え
る
。 

 

こ
の
節
用
集
類
に
は
謎
が
多
い
の
で
あ
る
。
研
究
者
の
視
点
で
は
、
疑
問
と
い
う
べ

き
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
疑
問
も
先
学
が
全
く
言
及
さ
れ
な
い
の
で
、
疑
問

と
う
け
と
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
一
方
、
何
年
に
も
わ
た
る
論
争
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
室
町
期
に
節
用
集
類
が
作
成
さ
れ
、
な
ぜ
多
く

の
写
本
が
で
き
る
展
開
と
な
っ
た
か
を
、
仮
説
と
し
て
述
べ
る
の
を
目
的
と
す
る
。
そ

れ
ら
の
疑
問
に
ど
う
応
え
、
ど
う
整
合
性
の
あ
る
解
釈
が
え
ら
れ
る
の
か
を
試
み
た
い

の
で
あ
る
。 

 

い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
み
る
。
例
え
ば
作
者
像
に
つ
い
て
は
、
黒
河
春
村
の
著
「
節

用
集
考
」
に
あ
る
よ
う
に
、
長
く
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
現
存
の
写

本
に
な
ぜ
序
も
跋
も
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
先
学
は
問
題
に
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
先
学
の
考
察
で
は
十
五
世
紀
に
節
用
集
は
作
ら
れ
た
と
い
う
点
で
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
。（
「
古
本
節
用
集
の
研
究
」（
２
）『
古
語
大
辞
典
』（
３
）
）
そ
の
十
五
世
紀
の
年
号

が
注
記
に
あ
る
写
本
、
例
え
ば
「
文
明
本
節
用
集
」
の
箱
書
に
『
雑
字
類
書
』
と
あ
る

だ
け
で
、
本
体
に
書
名
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
明
確
な
解
説
が
な
い
の
で
あ
る
。「
節

用
集
」
と
い
う
書
名
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
異
本
の
書
名
を
と
り
あ
げ
る
後
稿
で
考
え

る
の
が
よ
い
と
思
う
。
そ
の
出
自
よ
り
も
十
五
世
紀
の
年
号
を
注
文
に
記
す
写
本
に
節

用
以
外
の
書
名
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
方
が
、
こ
の
辞
書
の
展
開
に
か
か
わ

る
重
要
な
疑
問
に
思
え
る
の
で
あ
る
。 

 

明
治
期
に
至
る
四
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
異
な
る
時
代
社
会
の
人
々
に
支
持
さ
れ

て
き
た
節
用
集
に
、
こ
う
し
た
不
審
の
多
い
ま
ゝ
で
は
、
辞
書
史
を
願
っ
て
も
無
理
に



 - 2 - 

思
え
る
。
多
く
の
研
究
視
点
か
ら
、
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
少
な
い
手
が
か
り

で
も
挑
戦
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
以
下
、
右
に
記
し
た
よ
う
な
疑
問
を
と
り
あ

げ
て
仮
説
を
述
べ
た
い
。 

 

疑
問
の
多
い
節
用
集
類
に
つ
い
て
、
先
学
は
ど
の
よ
う
な
結
果
を
残
さ
れ
て
い
る
の

か
。
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
の
「
国
語
学
」
第
五
輯
に
「
橋
本
博
士
以
後
の
節
用

集
研
究
」
の
論
文
掲
載
以
降
、
わ
が
国
の
辞
書
研
究
の
大
先
達
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
山

田
忠
雄
氏
の
業
績
を
た
ど
る
と
、
意
外
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
『
正
宗
文
庫
本
節

用
集
』
の
解
説
（
４
）

を
担
当
さ
れ
た
室
山
敏
昭
氏
が
「
山
田
忠
雄
先
生
の
ご
教
示
に
よ

れ
ば
…
…
」
（
二
頁
）
と
記
す
よ
う
に
、
室
町
期
の
節
用
集
研
究
に
つ
い
て
助
言
を
与

え
、
一
見
識
を
示
さ
れ
て
い
る
山
田
氏
が
、
さ
き
の
写
本
に
か
か
わ
る
疑
問
に
つ
い
て
、

何
も
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
序
も
跋
も
な
い
写
本
な
の
か
、
古
い
写
本
に
な

ぜ
異
名
本
が
あ
る
の
か
と
い
う
不
審
は
、
後
続
の
先
学
に
も
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。 

 

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
、
室
町
か
ら
近
世
の
刊
本
だ
け
の
目
録
（
「
開
版

節
用
集
分
類
目
録
」
大
東
急
記
念
文
庫
講
座
ノ
タ
メ
）
を
作
成
さ
れ
た
だ
け
で
、
氏
の

研
究
の
関
心
は
一
挙
に
『
近
代
国
語
辞
書
の
歩
み
』（
一
九
八
一
年
三
省
堂
刊
）
に
と

び
こ
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
多
く
の
室
町
期
の
写
本
は
研
究
対
象
と
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
整
版
本
の
多
い
近
世
節
用
集
は
系
列
ご
と
に
分
類
し
て
目
録
に
さ
れ
た
だ

け
で
終
っ
て
い
る
。
辞
書
研
究
の
大
先
達
が
室
町
の
写
本
と
近
世
の
刊
本
と
を
研
究
対

象
か
ら
は
ず
さ
れ
た
の
は
、
数
々
の
疑
問
が
未
解
決
で
見
通
し
が
た
た
な
か
っ
た
か
ら

で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
室
町
期
の
写
本
研
究
は
恩
師
橋
本
進
吉
氏
の
系
統
（
古
本

全
体
を
伊
勢
本
類
印
度
本
類
乾
本
類
の
三
種
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
、
対
象
と
し

な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
後
を
つ
ぐ
お
び
た
だ
し
い
刊
本
を
統
一
的
に
と
ら
え
よ
う
と
さ

れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
山
田
氏
の
目
録
で
は
、
近
世
の
刊
本
は
分
類
さ
れ

て
い
る
が
、
明
治
期
の
節
用
集
の
一
部
を
除
い
て
、
系
譜
を
た
ど
る
の
に
収
拾
が
つ
か

な
く
な
っ
て
い
る
。
系
統
や
系
譜
の
研
究
は
辞
書
研
究
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
先
学
の

言 こ
と

あ
げ
は
恐
縮
で
あ
る
が
、
節
用
集
全
体
の
史
的
研
究
の
本
道
に
は
み
え
な
い
の
で
あ

る
。
節
用
集
の
生
成
展
開
に
つ
い
て
、
整
合
性
の
あ
る
解
明
が
な
さ
れ
な
い
の
は
、
日

本
辞
書
史
建
設
に
と
っ
て
一
つ
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
節
用
集
類
の
現
存
本
の
事
実
を
綴
り
あ
わ
せ
、
考
え
を
す
ゝ
め
る
に
あ

た
り
、
こ
と
さ
ら
に
室
町
時
代
に
お
け
る
と
い
う
制
約
を
設
け
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
戦
乱
の
続
く
時
代
で
あ
る
こ
と
や
、
徳
川
幕
府
が
慶
長
一
七
年
（
一

六
一
二
）
に
キ
リ
シ
タ
ン
を
禁
じ
た
の
ち
、
僧
侶
が
妻
帯
し
て
家
業
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
近
世
社
会
と
は
、
異
な
る
背
景
が
あ
っ
た
と
い
う
制
約
で
あ
る
。
節
用
集
の
展
開

も
禅
林
と
関
係
が
深
く
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
仮
説
で
あ
っ
て
も
際
限
の
な
い
空

想
に
陥
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。 

 
二 
本
稿
で
疑
問
の
第
一
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
次
の
問
題
で
あ
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

節
用
集
類
の
写
本
に
な
ぜ
序
も
跋
も
な
い
の
が
多
い
の
か
。
こ
の
問
題
を
こ
れ
ま
で
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と
り
あ
げ
た
先
学
が
い
な
い
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
期
の
『
字
鏡
集
』
（
龍
谷
大

学
蔵
本
七
巻
七
冊
）
に
序
文
跋
文
の
な
い
前
例
が
あ
る
よ
う
に
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な

い
と
無
視
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
右
の
各
冊
の
題
簽
に
「
和
玉
篇
」
と
墨
書
が
あ

り
、
亀
田
次
郎
氏
の
「
後
人
の
書
き
添
へ
た
る
も
の
な
り
」（
昭
和
七
年
＝
一
九
三
二

の
識
語
（
下
）
三
五
〇
頁
）
が
無
く
て
も
、
一
見
し
て
「
和
玉
篇
」
に
似
て
も
い
な
い

規
模
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
人
は
「
和
玉
篇
」
を
見
た
こ
と
も
な
い
人
で
あ

り
、
龍
谷
大
学
本
の
解
説
に
は
、
序
跋
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
何
の
特
記
も
な
い
。 

 

時
代
の
く
だ
っ
た
室
町
期
で
、
節
用
集
類
の
生
成
時
期
に
近
接
し
た
辞
書
類
を
み
て

も
、『
下
学
集
』（
文
安
元
年
一
四
四
四
）『
運
歩
色
葉
集
』（
天
文
一
六
～
七
年
＝
一
五

四
七
～
八
）
五
十
音
引
き
の
『
温
故
知
新
書
』（
文
明
一
六
年
一
四
八
四
）
な
ど
、
小

規
模
の
辞
書
で
は
あ
る
が
立
派
な
漢
文
の
序
が
つ
い
て
い
る
。
鎌
倉
期
よ
り
も
室
町
期

に
は
、
序
文
を
設
け
る
慣
行
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
の
写
本
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
調
査
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
手
も
と
で
確
認
で
き
る
影
印
の
も
の
を
検
証
し
て
み

る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
四
種
に
ま
と
め
て
示
す
。
記
述
順
は
五
十
音
順
と
し
、
年
号
の
も
の
は

数
字
の
順
と
す
る
。
な
お
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
の
巻
末
印
影
は
「
古
本
研
巻
末
」

と
略
す
。 

  
 

Ａ
グ
ル
ー
プ
（
節
用
集
以
外
の
書
名
の
も
の
） 

 

書 
 

名 
 

 

序 
 
 

跋 
 

 
 

架
蔵
先 

 
 

 

系
統 

 
 

掲
載
紙 

⑴
伊
京
集 
 
 

ナ
シ 

 

ナ
シ 

 

国
会
図
書
館 

 

伊
勢
本 

 

古
辞
書
大
系 

⑵
雑
字
類
書 

 

ナ
シ 

 

ナ
シ 

 

同 

右 
 

 
 

同 

右 
 

同 

右 

⑶
増
刊
下
学
集 

ナ
シ 

 

ナ
シ 

 

天
理
図
書
館 

 

同 

右 
 

善
本
叢
書 

⑷
平
他
字
類
抄 

ナ
シ 

 

不
明 

 

焼
失 

 
 
 
 

印
度
本 

 

古
本
研
巻
末 

⑸
和
漢
通
用
集 

ナ
シ 

 

ナ
シ 

 

東
大
蔵 

 
 
 

同 

右 
 

古
辞
書
大
系 

 

安
田
章
氏
の
解
説
（
５
）

で
は
『
芥
蔕
集
』
『
辞
林
枝
葉
』
も
示
さ
れ
て
い
る
が
未
見

で
あ
る
。
「
古
本
節
用
集
諸
本
一
覧
表
」（
６
）

に
よ
れ
ば
、
『
辞
林
枝
葉
』
は
伊
勢
本
と

あ
る
。
右
の
⑷
は
成
立
年
未
詳
の
平
仄
字
典
の
書
名
で
あ
っ
て
、
誤
記
と
考
え
ら
れ
る

の
で
割
愛
す
る
。
⑵
は
注
記
の
年
号
に
文
明
（
一
四
六
〇
～
一
四
八
七
）
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
も
っ
と
も
古
い
写
本
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
現
存
の
異

名
本
は
古
い
伊
勢
本
系
の
も
の
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

  
 

Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
節
用
集
の
書
名
で
伊
勢
本
類
で
あ
る
） 

⑹
温
故
堂
本 

 
 

ナ
シ 

不
明 

 

焼
失 

 
 
 
 

 

古
本
研
巻
末 

⑺
慶
長
十
二
年
本 

不
明 

ナ
シ 

 

東
大
蔵 

 
 
 

 

同 

右
（
一
六
〇
七
） 

⑻
早
大
本 

 
 

 

ナ
シ 

ナ
シ 

 

早
大
蔵 

 
 
 

 

雄
山
閣
刊 

⑼
天
正
十
七
年
本 

ナ
シ 

ナ
シ 

 

天
理
図
書
館
蔵 

 

善
本
叢
書
（
一
五
八
九
） 

⑽
天
正
二
十
年
本 

ナ
シ 

不
明 

 

焼
失 

 
 
 
 

 

古
本
研
巻
末 

⑾
正
宗
文
庫
本 

 

ナ
シ 

ナ
シ 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵 

古
典
叢
書
別
冊 
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⑿
明
応
五
年
本 

 

ナ
シ 

ナ
シ 

 

国
会
図
書
館
蔵 

古
辞
書
大
系
（
一
四
九
六
） 

  
 

Ｃ
グ
ル
ー
プ
（
節
用
集
の
書
名
で
印
度
本
類
で
あ
る
） 

⒀
永
禄
二
年
本 

 
ナ
シ 

ナ
シ 

 

大
阪
府
立
図
書
館
蔵 

古
辞
書
大
系
（
一
五
五
九
） 

⒁
〃
〃
五
年
本 

 
ナ
シ 

ナ
シ 

 

焼
失 

 
 
 
 

 

古
本
研
巻
末 

⒂
枳
園
本

き
え
ん
ぼ
ん 

 
 

 

ナ
シ 
ナ
シ 

 

天
理
図
書
館
蔵 

 

善
本
叢
書 

⒃
堯
空
本 

 
 

 

ナ
シ 

ナ
シ 

 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵 

古
辞
書
大
系 

⒄
弘
治
二
年
本 

 

ナ
シ 

ナ
シ 

 
東
大
蔵 

 
 
 

 

同 

右
（
一
五
五
六
） 

⒅
経
亮
本

つ
ね
す
け
ぼ
ん 

 
 

 

ナ
シ 

不
明 

 

稲
葉
市
郎
右
衛
門
氏
蔵 

古
本
研
巻
末 

⒆
村
井
本 

 
 

 

ナ
シ 

不
明 

 

神
宮
文
庫
蔵 

 
 
 

 

古
辞
書
大
系 

⒇
両
足
院
本 

 
 

ナ
シ 

ナ
シ 

 

建
仁
寺
両
足
院
蔵 

 
 

同 

右 

 

 

Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
中
で
補
記
し
て
お
き
た
い
部
分
が
あ
る
。
⑼
は
巻
頭
に
目
次
が
あ

る
こ
と
、
⑿
の
前
書

ま
え
が
き

は
入
手
の
い
き
さ
つ
、
⒁
の
巻
末
記
は
臨
写
後
の
感
想
、
⒂
の
跋

文
は
先
行
本
の
入
手
の
経
緯
で
あ
っ
て
、
節
用
集
類
の
最
初
の
も
の
と
み
ら
れ
る
序
や

跋
は
全
く
見
当
ら
な
い
。 

  
 

Ｄ
グ
ル
ー
プ
（
節
用
集
の
書
名
で
整
版
本
の
も
の
） 

 
 
 
 

 
 
 

 

序 
 

刊
記 

(21)
天
正
十
八
年
本 

ナ
シ 

ア
リ 

東
洋
文
庫
蔵 

伊
勢
本 

白
帝
社
刊
（
一
五
九
〇
） 

(22)
饅
頭
屋
本 

ナ
シ 

ナ
シ 

東
京
教
育
大
学
蔵 

 

同
右 

古
辞
書
大
系 

(23)
易
林
本
節
用
集 

ナ
シ 

ア
リ 

天
理
図
書
館
蔵 

乾
本 

善
本
叢
書 

 

 

紙
数
の
都
合
に
よ
り
、
(21) 

(23)
の
刊
記
の
引
用
は
割
愛
す
る
。
(21)
は
堺
の
経
師
屋

に
あ
っ
た
版
木
で
天
正
十
八
年
正
月
に
刊
行
し
た
と
の
短
い
刊
記
が
あ
る
。
(23)
は
持

込
ん
だ
客
人
が
、
節
用
集
に
つ
い
て
こ
れ
に
誤
り
が
多
い
と
い
っ
た
こ
と
、
定
家
仮
名

遣
に
よ
っ
て
統
一
し
た
と
の
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
の
易
林
の
跋
文
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
慶
長
二
年
の
刊
行
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
原
作
者
の
跋
で
な

く
、
改
編
し
た
整
版
本
の
刊
記
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

 

右
の
⑴
か
ら
(23)
に
補
足
す
る
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
し
た
の

は
室
町
期
の
写
本
六
〇
種
の
中
の
二
〇
種
に
す
ぎ
な
い
が
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
例
か
ら
み

て
、
誕
生
時
の
節
用
集
類
の
写
本
に
は
序
文
も
跋
文
も
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思

う
。
と
く
に
⑵
の
『
雑
字
類
書
』
は
箱
書
で
あ
っ
て
、
書 シ

ョ

の
本
体
の
ど
こ
に
も
書
名
が

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
⑵
の
写
本
が
作
ら
れ
た
段
階
で
は
、
全
く
書
名
も
記
さ
れ
て
い

な
い
先
行
書
の
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
雑
字
類
書
』
と
記
す
桐
箱
は
書
写
完
了

の
後
に
造
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
⑵
の
改
編
者
自
身
が
付
し
た
書
名
と
も
言
い
き

れ
な
い
の
で
あ
る
。
明
ら
か
な
こ
と
は
、
十
五
世
紀
の
年
号
を
も
つ
写
本
に
序
も
跋
も

な
か
っ
た
の
で
、
現
存
す
る
写
本
の
先
行
本
に
も
序
も
跋
も
な
か
っ
た
の
は
、
事
実
と

し
て
う
け
と
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
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自
作
の
著
作
物
に
序
文
を
設
け
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。
序
文
は
作
者
か
ら
読
者
（
利
用
者
）
に
、
作
っ
た
理
由
や
趣
旨
な
ど
を
表
示
す

る
文
で
あ
る
。
従
っ
て
通
常
序
文
を
不
要
と
意
識
す
る
の
は
、
作
者
と
利
用
者
が
同
一

人
で
あ
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
序
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
漢
文
の
序
を
書
く
能
力
が
な
か
っ
た
か
、
他
の
理
由
で

序
を
加
え
な
い
で
終
っ
た
か
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
写
本
の
多
い
時
代
に
、
序
文
の

あ
る
先
行
本
の
序
を
勝
手
に
削
除
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
わ
ざ

く

書
写
す
る
動
機
は
、
先
行
本
の
価
値
を
認
め
た
か
、
そ
の
書
に
共
感
を
抱
い
た
か
ら
で
、

序
文
を
除
去
し
て
原
形
を
損
う
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
わ
が
国
の
書
籍
を
尊
重
す

る
起
源
は
い
つ
頃
か
ら
な
の
か
、
浅
学
に
し
て
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
畳
の
上
の
教
科

書
を
ま
た
い
で
祖
父
に
叱
ら
れ
た
記
憶
の
あ
る
筆
者
に
は
、
臨
写
す
る
行
為
そ
の
も
の

が
、
書
に
尊
崇
の
精
神
を
抱
い
て
い
た
か
ら
と
感
じ
る
。 

 

本
稿
で
は
節
用
集
類
の
最
初
の
作
者
が
、
自
分
の
た
め
に
語
を
収
集
し
て
そ
の
漢
字

表
記
例
を
集
録
し
て
綴
じ
、
私
物
と
し
て
所
持
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
の
で
あ
る
。
若

者
は
新
し
い
も
の
を
作
る
が
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
未
熟
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
若

者
は
若
年
僧
で
漢
文
の
序
も
書
け
な
い
人
物
と
仮
想
す
る
。
そ
の
微
証
に
「
方
今
」
の

意
を
解
せ
ず
に
『
下
学
集
』
か
ら
「
キ
ビ
」
の
項
の
注
記
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
７
）
。
後
代
の
人
々
が
競
っ
た
よ
う
に
改
編
を
試
み
た
く
な
る
と
い
う

漢
字
表
記
辞
書
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

右
の
よ
う
に
節
用
集
類
本
の
原
作
者
を
、
若
者
あ
る
い
は
若
者
た
ち
と
仮
定
し
た
場

合
、
新
し
い
辞
書
づ
く
り
に
二
つ
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
イ
ロ
ハ
分
類
と
語

義
分
類
を
組
合
せ
た
（「
イ
ロ
ハ
優
先
分
類
法
」
と
以
下
仮
称
す
る
）
編
成
を
ど
う
案

出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
第
二
は
原
作
者
（
た
ち
）
は
、
ど
ん
な
辞
書
を
望
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

第
一
に
つ
い
て
は
、『
増
刊
下
学
集
』
と
い
う
異
名
の
写
本
が
あ
る
よ
う
に
、
原
作

者
は
『
下
学
集
』
を
閲
覧
で
き
る
環
境
、
寺
院
な
ら
書
庫
を
も
つ
寺
に
居
住
し
て
い
た

に
ち
が
い
な
い
。
当
然
篤
学
の
若
者
で
あ
れ
ば
、
利
用
し
て
み
て
先
行
辞
書
の
検
索
に

不
便
で
あ
る
こ
と
を
体
験
し
た
は
ず
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
『
聚
分
韻
略
』
の

影
響
を
う
け
て
『
下
学
集
』
は
十
八
門
に
語
群
を
分
け
て
い
る
が
、
中
で
も
態
芸
・
言

辞
・
畳
字
の
三
区
分
に
明
白
な
基
準
が
見
出
せ
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
８
）

分
類
法

で
は
、
利
用
者
が
検
索
に
迷
う
の
は
当
然
と
い
え
る
。 

 

イ
ロ
ハ
分
け
の
先
行
書
、
院
政
期
成
立
の
『
色
葉
字
類
抄
』
は
節
用
集
と
同
じ
く
イ

ロ
ハ
優
先
分
類
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
頭
（
前
田
本
）
を
次
に
示
し
て
み
る
。 

 
 

色
葉
字
類
抄 

巻
上 

 

伊 
 

天
象 

付 

歳 

時 

 

雷 ラ
イ

イ
カ
ツ
チ

又

乍

靁 
 

雷 ラ
イ 

公 コ
ウ 

同 
 

雷 

師 

同 

…
… 

 

―
―
―
―
―
〈 

中 

略 

〉
―
―
―
―
―
― 

 
古 コ

イ
ニ
シ
ヘ 

以 

徃 

同 
 

既 

徃 

同 
 

徃 

…
… 

と
あ
る
よ
う
に
、
類
義
表
示
に
近
い
の
で
見
分
け
に
く
い
上
に
、
イ
部
な
の
に
ラ
イ
や
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コ
の
表
示
が
優
先
表
示
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ロ
ハ
四
七
部
に
分
け
、
さ
ら
に
各
部
を
二

一
門
に
分
類
し
て
い
る
。
『
下
学
集
』
は
十
八
門
と
少
な
い
が
、
語
順
が
不
同
で
検
索

に
不
便
な
点
は
共
通
で
あ
る
。
節
用
集
類
本
の
原
作
者
が
『
色
葉
字
類
抄
』
を
利
用
で

き
る
住
い
の
環
境
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
先
行
す
る
こ
れ
ら
は
利
用
者

優
先
の
表
記
で
は
な
い
辞
書
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
⑴
『
伊
京
集
』
は
十
三
門
⑵
の

『
雑
字
類
書
』
は
十
六
門
⑶
『
増
刊
下
学
集
』
は
光
彩
門
を
含
め
て
十
一
門
、『
和
漢

通
用
集
』
は
十
五
門
で
あ
る
か
ら
、
院
政
末
期
の
先
行
辞
書
の
門
数
二
一
は
多
い
方
で

あ
る
と
い
え
る
。 

 

辞
書
に
お
け
る
検
索
の
遅
速
は
、
編
者
が
ど
ん
な
分
類
を
用
い
て
い
る
か
と
表
裏
の

関
係
に
あ
る
。
一
度
だ
け
の
分
類
で
検
索
に
不
便
な
ら
ば
二
度
分
類
し
て
示
せ
ば
簡
単

に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
節
用
集
の
原
本
を
作
っ
た
若
者
は
、
先
行
辞
書
の
す
べ
て
が
利

用
者
が
わ
の
立
場
で
作
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
も
し
若
者

の
複
数
で
話
し
あ
え
ば
、『
下
学
集
』
の
欠
陥
を
話
題
に
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
も
し
『
色

葉
字
類
抄
』
を
閲
覧
で
き
た
ら
、
そ
の
利
用
の
し
に
く
さ
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
付
訓
（
ヨ
ミ
）
に
よ
る
分
類
と
語
義
分
け
と
を
組
合
せ
た
辞
書
は
、
発
音
ど
お

り
の
漢
字
語
形
で
表
示
す
る
編
次
と
な
る
。
先
行
書
の
一
回
の
分
類
で
な
く
、
イ
ロ
ハ

優
先
の
二
段
分
類
に
改
め
る
編
集
に
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

第
二
の
課
題
は
、
先
学
の
推
定
さ
れ
た
京
都
在
住
の
若
年
僧
が
望
ん
だ
の
は
ど
ん
な

辞
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
学
は
先
行
文
献
に
あ
る
東
山
の
建
仁
寺
と
限
定
し

た
理
解
を
示
し
て
い
る
（
９
）

が
、
本
稿
で
仮
託
す
る
の
は
寺
内
に
書
庫
を
も
ち
、
若
い

僧
が
常
に
閲
覧
で
き
る
環
境
で
あ
れ
ば
十
分
と
考
え
る
。
利
用
し
に
く
い
先
行
辞
書
で

は
な
い
、
新
し
い
辞
書
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
節
用
集
類
の
記
載
法
に
は
、

『
下
学
集
』
に
な
い
一
定
の
順
序
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
門
の
記
載
順

も
、
二
字
漢
語
（
あ
る
い
は
二
字
語
）
の
次
に
三
字
語
・
四
字
語
そ
れ
以
上
（
あ
る
い

は
故
事
格
言
）
な
ど
を
記
し
、
最
後
尾
に
一
字
語
（
和
訓
）
を
の
せ
る
形
を
と
る
。
と

く
に
、
一
字
語
で
は
同
訓
異
字
が
同
字
記
号
で
示
す
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
の
記
載
順

は
節
用
集
類
全
体
に
大
筋
共
通
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
特
色
は
原
初
の
形
態
を
と
ど
め

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
特
色
あ
る
記
載
順
は
、『
運
歩
色
葉
集
』
と

ほ
ぼ
等
し
い
も
の
で
あ
る
。 

 

和
語
の
同
訓
異
字
を
多
く
記
す
る
た
め
に
、
収
録
語
の
充
実
を
は
か
る
と
す
れ
ば
、

常
に
門
の
末
尾
に
加
筆
増
補
す
る
余
白
の
あ
る
記
載
法
が
有
効
で
あ
る
。
和
訓
語
の
追

加
は
日
常
語
の
表
現
に
多
い
。
改
編
が
く
り
返
さ
れ
た
慶
長
年
間
に
は
、
安
田
章
氏
の

指
摘
に
あ
る
よ
う
に
和
漢
連
句
の
実
用
書
と
位
置
づ
け
た
の
は
、
室
町
期
の
日
常
生
活

語
彙
の
収
録
が
基
本
に
あ
っ
た
か
ら
利
用
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
室
町
期
の
若
者
が

求
め
た
辞
書
と
は
、
利
用
者
の
立
場
か
ら
編
集
さ
れ
て
い
て
、
検
索
し
や
す
い
新
し
い

日
常
語
の
漢
字
表
記
辞
書
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
室
町
期
、
寺
院
に
こ
も
り
修
業
す
る
若
い
僧
侶
に
と
っ
て
、
身
辺
の
こ
と
ば
、
生
活

語
彙
を
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
し
た
い
と
い
う
欲
求
の
あ
っ
た
こ
と
が
節
用
集
類
を
生

む
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
戦
乱
の
続
く
社
会
で
は
一
族
一
門
の
離
散
、
移
動
人
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口
の
増
加
す
る
世
情
の
中
で
、
書
状
・
記
録
の
機
会
が
多
く
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
社
会
背
景
か
ら
み
る
と
、
一
人
の
若
輩
僧
の
願
望
で
あ
っ
て
も
、
時
代
社
会

全
体
に
通
じ
た
欲
求
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

三 

前
節
に
節
用
集
類
の
作
者
を
若
年
僧
と
仮
託
し
た
場
合
、
先
学
諸
氏
の
見
解
と

大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
先
学
の
記
述
さ
れ
る
作
者
像
は
、
文
筆
に
熟
達
し
た

人
物
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
描
く
作
者
像
は
、
篤
学
で
は
あ
る
が
若
い
だ
け
に

未
熟
な
人
物
と
考
え
て
い
る
。
個
人
と
考
え
る
よ
り
同
輩
の
僧
と
の
二
人
協
力
と
仮
定

す
れ
ば
、
写
本
の
増
加
拡
大
と
い
う
点
で
は
よ
り
現
実
性
が
高
ま
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

こ
の
若
い
僧
が
作
っ
た
原
本
は
、
ど
の
よ
う
な
書
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
恐
ら

く
手
づ
く
り
の
綴
り
あ
わ
せ
本
で
、
『
下
学
集
』
記
載
の
語
を
中
心
と
す
る
、
語
数
の

少
な
い
一
冊
本
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
手
づ
く
り
の
本
を
他
と
区
別
す
る
た
め
、
以
下

Ｘ(

エ
ッ
ク
ス)

祖
本
と
仮
称
し
て
お
く
。
寺
院
と
い
う
限
定
さ
れ
た
空
間
に
年
齢
も
日

常
行
動
も
似
た
生
活
を
す
る
中
で
、
新
し
い
イ
ロ
ハ
優
先
分
類
法
に
よ
る
辞
書
の
存
在

を
知
っ
た
場
合
、
た
ち
ま
ち
共
鳴
者
を
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
共
鳴
者
た
ち
に
よ

っ
て
Ｘ
祖
本
の
写
本
（
改
編
本
）
が
作
ら
れ
、
次
々
継
承
拡
大
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
Ｘ
祖
本
か
ら
、
Ｘ
１
Ｘ
２
Ｘ
３
…
…
の
よ
う
に
、
共
感
し
支
持
す
る
人
々
に
よ
っ

て
、
節
用
集
類
は
増
殖
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
仮
り
に
頭
初
二
人
で
あ
っ
た

ら
、
こ
の
写
本
の
増
殖
は
二
倍
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

現
存
の
写
本
で
は
、
記
載
語
数
の
少
な
い
も
の
、
多
い
も
の
な
ど
、
千
差
万
別
と
い

え
る
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
の
内
容
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
Ｘ
祖
本
に
近
い

写
本
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
編
次
も
記
載
内
容
も
未
熟
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
後
代
の

書
写
人
の
改
編
意
欲
を
刺
戟
し
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
辞
書
で

あ
っ
て
記
載
例
の
多
い
ほ
ど
利
用
者
に
と
っ
て
効
用
性
が
高
く
な
る
の
で
加
筆
増
語

が
試
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
の
易
林
の
跋
に
よ
れ
ば
、

定
家
仮
名
遣
を
採
る
と
あ
る
よ
う
に
、
改
編
者
の
意
図
や
参
考
資
料
に
よ
る
特
色
が
写

本
に
現
わ
れ
た
例
な
の
で
あ
ろ
う
。 

 

時
代
は
室
町
の
戦
乱
で
あ
る
こ
と
は
、
順
調
に
写
本
が
継
承
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
争
乱
の
中
で
寺
域

じ

い

き

の
広
い
寺
院
を
仮
り
の
陣
屋
と
す
る
の
が
武
家
社

会
で
は
常
套
で
、
本
能
寺
の
変
を
引
く
ま
で
も
な
い
。
住
職
が
戦
火
に
あ
い
焼
死
す
れ

ば
、
私
物
も
焼
失
で
終
る
が
、
戦
禍
に
よ
っ
て
亡
く
な
れ
ば
、
私
物
は
す
べ
て
他
人
の

眼
前
に
さ
ら
さ
れ
る
。
秘
蔵
の
辞
書
は

弔
と
む
ら

い
に
駈
け
つ
け
た
一
門
の
僧
に
手
渡
さ
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
。
日
頃
文
字
を
書
く
識
者
な
ら
、
新
し
い
イ
ロ
ハ
優
先
分
類
法
の

辞
書
の
魅
力
に
、
気
づ
く
人
も
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
近
世
な
ら

ば
、
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
（
慶
長
一
七
年
＝
一
六
一
二
）
以
降
の
住
職
の
場
合
、
私
物

は
遺
族
に
引
渡
さ
れ
る
だ
け
で
終
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
室
町
期
ま
で
宗
論
が
盛
ん
で
宗
派
間
の
論
争
も
多
か
っ
た
。
前
節
の
よ
う
な

事
態
で
弔
い
の
僧
が
亡
き
僧
と
は
異
な
る
宗
派
、
例
え
ば
対
立
す
る
一
門
の
僧
侶
で
あ
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っ
た
ら
、
残
さ
れ
た
私
物
の
写
本
を
み
て
、
自
派
の
学
識
の
高
さ
を
証
明
し
誇
示
す
る

た
め
、
大
規
模
の
改
編
を
企
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
桁 け

た

は
ず
れ
の
規
模

を
み
せ
る
『
雑
字
類
書
』
（
文
明
本
と
も
）
は
、
そ
う
し
た
動
機
か
ら
作
ら
れ
た
と
み

れ
ば
納
得
し
や
す
い
の
で
あ
る
。 

 

橋
本
進
吉
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
白
な
こ
と
は
、
冒
頭
に
「
伊
勢
」
の
語
を
置
く
編

集
か
ら
「
印
度
」
に
変
え
ら
れ
、
伊
勢
の
国
名
は
巻
末
の
付
録
に
一
括
す
る
形
に
改
め

ら
れ
た
と
証
明
し
た
よ
う
に
、
写
本
と
大
な
り
小
な
り
の
改
編
が
く
り
返
さ
れ
て
き
た

の
が
室
町
期
の
節
用
集
類
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
新
し
い
実
用
的
辞
書

に
共
感
す
る
人
々
、
記
載
内
容
に
不
満
が
あ
っ
た
り
批
判
的
な
人
に
よ
っ
て
、
書
写
が

く
り
返
さ
れ
た
期
間
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
後
写
本
の
大
勢
は
整
版
本
が
刊
行
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
淘
汰
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。 

 

現
存
最
古
の
版
本
で
あ
る
『
天
正
十
八
年
本
節
用
集
』
（
内
題
に
節
用
集
と
あ
り

堺

本

さ
か
い
ぼ
ん

と
も
。
一
五
九
〇
年
）
の
刊
記
に
、
「
右
此
板
木
者
泉
州
大
鳥
郡
堺
南
萢 

石

屋
町
経
師
屋
有
是
…
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
日
本
の
古
辞
書
」
に
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る(

10)

。 

 

当
時
そ
の
板
木
が
泉
州
堺
に
蔵
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
用
い
て
こ
の
年
に
出

版
さ
れ
た
と
あ
る
。
す
る
と
、
当
然
そ
の
板
木
に
よ
り
天
正
十
八
年
以
前
に
も

出
版
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
伝
わ
ら
な
い
。（
中
略
）
伊
勢
本

類
を
よ
く
参
酌
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

要
す
る
に
、
現
存
し
な
い
前
刷
本

さ
き
ず
り
ぼ
ん

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
と
、
系
統

上
、
古
い
伊
勢
本
類
を
比
較
し
て
本
文
を
校
定
し
た
刊
本
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
十
五
世
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
、
十
六
世
紀
の
後
半
ま
で
の
約
百
五
十
年
ほ
ど
が
、

節
用
集
類
の
写
本
期
間
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
期
間
の
設
定

は
、
そ
の
他
の
年
代
に
写
本
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
で
は
な
い
。
異
名
の
多
い

節
用
集
類
本
が
節
用
集
と
い
う
書
名
に
一
本
化
す
る
ま
で
の
期
間
と
考
え
る
。 

 

四 

節
用
集
類
本
の
書
名
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
矛
盾
な
く
説
明
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
書
名
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
も
っ
と
も
注
目
し
た
い
の

は
⑵
の
『
雑
字
類
書
』（
文
明
本
と
も
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
類
書
」
と
は
漢
学
の
用

語
で
あ
っ
て
、
最
初
の
Ｘ
祖
本
の
作
者
と
ち
が
っ
て
、
こ
の
大
規
模
な
改
編
者
の
学
識

の
高
さ
が
思
い
や
ら
れ
る
。
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、
経
書
の
引
用
が
多
い
の
も
ま
た

当
然
に
思
え
る
。
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
注
目
点
は
、
雑
字
類
書
は
箱
書
で
あ
っ
て
、

辞
書
本
体
に
は
何
の
書
名
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
真 ま

に
う
け
れ
ば
、「
文
明
本

節
用
集
」
と
も
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
Ｘ
祖
本
に
近
い
写
本
と
み
ら
れ
る
こ
の
書
に
、
書
名

ら
し
い
も
の
が
何
も
な
い
こ
と
は
、
Ｘ
祖
本
に
も
書
名
が
な
か
っ
た
の
か
と
疑
わ
れ
る
。

し
か
し
、
箱
書
が
書
写
終
了
と
同
時
に
な
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
写

本
作
成
時
点
で
は
節
用
の
書
名
が
な
か
っ
た
と
う
け
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

Ｘ
祖
本
の
作
者
が
、
も
し
書
名
を
つ
け
た
ら
ど
の
よ
う
な
書
名
を
用
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
若
年
僧
の
作
っ
た
新
し
い
辞
書
に
、
現
存
す
る
書
名
の
中
か
ら
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
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『
伊
京
集
』
が
近
い
よ
う
に
思
う
。
単
純
に
イ
か
ら
京
ま
で
の
辞
書
だ
か
ら
で
あ
る
。

イ
ロ
ハ
歌
に
京
を
末
尾
に
添
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
に
詳

し
い(

11)
。
イ
か
ら
ス
ま
で
の
「
イ
ス
集
」
で
は
ゴ
ロ
が
悪
い
。
『
増
刊
下
学
集
』
と

す
る
書
名
は
、
後
代
の
改
編
者
が
節
用
集
類
の
先
行
本
が
『
下
学
集
』
を
も
と
に
作
ら

れ
た
こ
と
を
前
提
に
施
し
た
書
名
で
あ
ろ
う
。
他
の
『
和
漢
通
用
集
』
も
『
節
用
集
』

も
、
写
本
期
間
に
改
編
者
た
ち
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
書
名
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
消

滅
し
て
後
代
に
伝
え
ら
れ
ず
に
終
っ
た
写
本
も
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

さ
て
数
々
の
書
名
の
中
で
、
な
ぜ
節
用
集
が
選
ば
れ
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
橋

本
進
吉
氏
の
系
統
研
究
に
よ
っ
て
、
伊
勢
本
類
か
ら
印
度
本
類
に
改
編
さ
れ
、
最
後
に

乾

本

い
ぬ
い
ぼ
ん

類
に
展
開
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
い
う
写
本
期
間
の
伊

勢
本
類
を
改
編
し
た
主
力
は
僧
侶
で
あ
っ
た
と
思
う
。
次
の
印
度
本
類
は
武
家
層
に
よ

る
書
写
が
な
さ
れ
た
例
の
あ
る
こ
と
が
、
印
度
本
類
写
本
の
付
録
（
細
川
殿
・
当
家
）

な
ど
か
ら
読
み
と
れ
る
。 

 

「
節
用
」
の
出
自
を
『
俚
言
集
覧
』
の
著
者
太
田
全
斎
の
説
を
う
け
た
橋
本
進
吉
氏

が
、
演
義
文
中
の
「
節
用
的
」
を
ヲ
リ
フ
シ
ヰ
ル
と
す
る
用
法
か
ら
、「
時
々
要 い

る
」

の
意
味
で
通
俗
辞
書
の
書
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
、
尾
崎
雅
嘉
の
『
論
語
』
学
而
篇

か
ら
採
っ
た
と
す
る
説
を
否
定
し
た
（

12
）
。
こ
れ
が
節
用
集
の
書
名
出
自
論
で
あ
る
。

橋
本
氏
は
通
俗
辞
書
の
書
名
だ
か
ら
、『
塵
添
壒
囊
鈔
』
の
序
文
中
の
「
節
用
」
例
は

検
討
せ
ず
、
演
義
文
中
の
使
用
例
は
未
確
認
の
ま
ゝ
、
強
引
に
太
田
説
を
肯
定
し
て
い

る(

13
）
。
要
は
通
俗
辞
書
の
書
名
に
経
書
中
の
語
を
用
い
る
の
は
不
適
切
と
考
え
て
い

た
も
の
と
思
う
。
通
俗
辞
書
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
は
橋
本
氏
自
身
の
持
ち
だ
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
十
五
世
紀
の
写
本
段
階
で
は
イ
ロ
ハ
分
け
の
新
し
い
辞
書
の
認
識
で
あ

っ
て
、「
通
俗
」
を
基
準
と
す
る
考
え
が
適
切
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
。
通

俗
か
ど
う
か
を
書
名
の
選
択
に
用
い
た
と
決
め
つ
け
る
先
入
見
は
、
客
観
性
に
と
ぼ
し

い
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
経
書
出
自
を
否
定
す
る
説
に
対
し
て
、
中
田
祝
夫
氏
は
、
室
町
期
の
『
下
学
集
』

『
温
故
知
新
書
』
『
運
歩
色
葉
集
』
な
ど
の
傍
線
部
は
『
論
語
』
を
典
拠
と
す
る
こ
と

か
ら
、
尾
崎
説
に
同
調
さ
れ
た(

14)

。 

 

「
節
用
」
の
意
味
は
、
中
国
古
典
の
原
義
と
は
か
な
り
隔
っ
て
き
て
い
て
も
、

や
は
り
短
少
の
書
篇
で
節
約
の
功
徳
を
与
え
る
と
い
っ
た
意
味
を
含
ま
せ
た
も

の
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
う
。 

 

太
田
橋
本
説
の
問
題
点
は
、
橋
本
氏
自
身
と
そ
の
説
の
支
持
者
か
ら
、
演
義
文
中
の

実
例
が
一
例
も
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
尾
崎
中
田
説
を
支

持
す
る
人
々
に
よ
っ
て
『
論
語
抄
』
『
史
記
抄
』『
毛
詩
抄
』
な
ど
の
抄

物

し
ょ
う
も
の

資
料
、
漢

籍
に
用
例
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の
岡
島
冠
山
の
『
唐
話
辞
書
類
集
』

な
ど
に
も
み
え
る
こ
と
か
ら
、
当
時
三
四
歳
の
橋
本
氏
が
、
漢
学
系
の
文
献
に
当
ら
ず

に
、
太
田
全
斎
説
に
頼
っ
て
決
論
を
出
し
た
よ
う
に
思
う
。『
古
本
節
用
集
の
研
究
』

で
は
、
通
俗
辞
書
の
書
名
だ
か
ら
、
「
折
々
用
ゐ
る
書
」「
随
時
用
に
供
す
る
」（
二
九

三
頁
）
書
と
解
し
、
弟
子
の
山
田
忠
雄
氏
に
い
た
っ
て
は
学
会
公
認
の
書
に
「
し
ょ
っ
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ち
ゅ
う
」
「
不
断
」
に
使
用
す
る
書
と
し
て
「
節
用
」
と
名
づ
け
た
と
し
た(

15
）
。
つ

ま
り
、
師
の
説
を
う
け
て
、
レ
ベ
ル
の
低
い
利
用
者
は
手
ば
な
せ
な
い
辞
書
と
い
う
、

先
入
主
に
立
っ
た
解
説
に
感
じ
る
。
何
よ
り
信
頼
性
に
欠
け
る
の
は
、
太
田
橋
本
説
を

説
く
人
々
が
演
義
文
中
の
実
例
を
こ
れ
ま
で
提
示
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
実
例

を
示
さ
ず
に
堂
々
と
定
説
化
し
た
例
の
あ
る
こ
と
は
珍
し
い
。 

 

尾
崎
中
田
説
の
た
め
に
、
さ
き
に
あ
げ
た
抄
物
の
例
を
次
に
示
し
て
お
き
た
い
。 

(24)
取
地
―
節
用
ス
ル
ト
ハ
思
マ
ヽ
ニ
ハ
セ
ヌ
ソ
。（
抄
物
資
料
集
成
㈠
所
収
24
頁
下
。

「
史
記
抄
」
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
～
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
13
・
ウ
・
12

行
） 

(25)
節
用
ト
ハ
無
用
ノ
費
ヲ
セ
ヌ
ヲ
云
。（
抄
物
小
系
20
所
収
。「
含
双
辺
庚
午
版
大
学

鈔
」
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
版
14
・
49
・
ウ
・
16
行
） 

(26)
躬
―
節
用
ト
ハ
竹
ノ
有
ヤ
ウ
ニ
有
ヘ
キ
事
ヲ
ス
ル
ソ
。
無
用
ノ
服
ナ
ン
ト
ヲ
セ
ヌ

ソ
。（(

24)

に
同
。「
毛
詩
抄
」
15
㈠
・
20
・
ウ
・
６
行
） 

 

こ
う
し
た
用
法
を
継
承
し
て
い
た
節
用
か
ら
、
「
折
々
用
い
る
」
と
か
「
ふ
だ
ん
」

な
ど
と
い
う
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
は
、
無
理
な
の
で
あ
る
。
筆
者
は
む
し
ろ
「
心
し

て
用
い
る
」
意
と
す
る
の
が
近
い
と
思
う
。
こ
れ
を
「
ほ
ど
よ
く
用
い
る
」
と
近
世
の

書
商
が
理
解
し
て
、
自
家
版
の
節
用
集
の
傍
訓
ヨ
ミ
と
し
て
示
し
た
も
の
と
考
え
る

(

16)

。
本
稿
に
い
う
写
本
期
間
の
こ
ろ
、
伊
勢
本
類
の
写
本
（
改
編
本
）
を
作
っ
た
仏

家
の
一
人
が
、
外
典
の
辞
書
に
頼
り
す
ぎ
る
な
と
い
う
戒
し
め
を
こ
め
た
意
味
で
『
論

語
』
に
例
の
あ
る
節
用
を
と
っ
て
命
名
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
出
自
論
に
つ
い
て
、
現
在
も
太
田
橋
本
説
を
支
持
す
る
か
、
安
田
章
氏
の
解
説

の
よ
う
に
尾
崎
中
田
説
と
の
両
説
を
紹
介
し
て(

17)

、
次
の
よ
う
に
記
す
例
が
あ
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
に
辞
書
使
用
の
側
面
を
説
い
て
お
り
、
い
ず
れ
か
一
方
だ
け
を
よ

し
と
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。（
六
二
一
頁
㈡
） 

 

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
両
説
と
は
日
本
国
内
の
用
法
と
中
国
後
代
の
用
法

と
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
の
相
違
で
あ
っ
て
、
両
立
す
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
安
田
氏
は
誰
に
配
慮
し
て
右
の
解
説
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
節
用
の
出

自
論
に
つ
い
て
、
例
証
主
義
と
い
う
立
場
か
ら
み
る
と
、
演
義
文
出
自
説
に
無
理
の
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
駄
目
な
も
の
は
駄
目
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。 

 

五 

右
の
安
田
氏
の
解
説
に
近
世
節
用
集
の
区
分
を
述
べ
た
部
分
が
あ
る
。 

 

「
去
ん
で
節
用
集
を
見
て
来
ふ
」〈
譬
喩
尽
〉
の
よ
う
に
、
世
間
一
般
の
用
に

供
せ
ら
れ
る
通
俗
辞
書
化
す
る
の
は
、
版
本
の
時
代
、
そ
れ
も
近
世
中
期
以
後

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
前
期
で
は
、
前
句
付
の
勝
句
に
対
す
る
褒
美
と
し
て
四

書
や
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
六
二
二
頁
㈠
） 

 

近
世
期
を
上
中
下
の
三
期
に
分
け
る
場
合
、
史
家
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
上
期
と
中
期

は
貞
享
以
前
か
以
後
が
一
般
的
と
の
こ
と
。
す
れ
ば
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
か
ら

天
和
三
年
（
一
六
八
四
）
が
上
期
で
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
か
ら
寛
延
三
年
（
一

七
五
〇
）
ま
で
が
中
期
を
広
く
と
る
区
分
と
理
解
し
て
よ
い
。
引
用
の
「
世
間
一
般
の



 - 11 - 

用
」
と
は
、
漢
字
表
記
の
た
め
に
一
般
人
が
辞
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
指
し
て
い

る
。
引
用
の
内
容
は
辞
書
と
し
て
の
一
般
人
の
利
用
が
中
期
以
降
で
、
貞
享
以
前
の
節

用
集
は
連
句
の
会
の
秀
句
に
贈
ら
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
よ
う
な
景
品
扱
い
で
あ
っ
た

と
の
説
明
で
あ
る
。 

 

室
町
期
の
節
用
集
は
「
世
間
一
般
の
人
々
の
用
」、
漢
字
表
記
を
示
す
た
め
の
通
俗

辞
書
と
す
る
見
解
は
橋
本
進
吉
氏
の
意
見
で
あ
り
、
安
田
章
氏
は
中
世
の
辞
書
は
尊
ば

れ
、
文
字
に
熟
達
し
た
人
々
が
和
漢
連
句
に
利
用
す
る
実
用
書
で
あ
っ
た
と
い
う
、
節

用
集
の
利
用
例
を
示
し
て
「
辞
書
の
復
権
」(

18)

と
し
て
橋
本
説
を
修
正
し
た
こ
と
の

延
長
論
で
あ
る
。
安
田
氏
の
示
さ
れ
た
識
者
の
遊
び
の
実
用
書
の
例
は
少
く
、
そ
の
利

用
の
年
代
は
慶
長
年
間
が
主
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
使
用
例
は
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
て
い

る
。
一
般
人
の
日
常
の
表
記
に
辞
書
を
利
用
し
た
か
ど
う
か
の
証
明
は
む
ず
か
し
い
の

に
、
支
配
階
層
の
行
動
に
伴
な
っ
た
節
用
集
の
記
録
は
、
痕
跡
を
と
ゞ
め
や
す
い
の
か

も
知
れ
な
い
。
節
用
集
の
利
用
法
は
時
代
社
会
に
よ
っ
て
、
変
化
し
た
り
、
購
入
目
的

が
異
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
室
町
期
の
節
用
集
に
は
橋
本
氏
の
世
間
一
般
の
人
々
が
通

俗
辞
書
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
と
、
安
田
氏
の
知
的
な
遊
び
の
実
用
書
と
し
て
の
二
面

性
が
あ
っ
た
と
理
解
す
る
の
が
よ
い
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
階
層
に
よ
っ
て
節
用
集
の
利

用
に
二
面
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

右
の
引
用
文
の
中
で
「
世
間
一
般
の
用
」
を
果
す
の
は
近
世
中
期
か
ら
と
さ
れ
た
考

え
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
安
田
氏
が
何
を
根
拠
に
断
定
さ
れ
た
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
。

た
だ
室
町
の
古
本
節
用
集
と
近
世
節
用
集
の
相
違
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
本
稿
と
異
な

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

現
存
本
か
ら
み
て
明
白
な
こ
と
は
、
室
町
期
の
本
文
表
記
は
一
行
（
割
行
表
記
は
除

く
）
で
あ
り
、
近
世
の
も
の
は
、
真
草
の
二
行
が
標
準
で
、
そ
れ
ぞ
れ
多
数
派
で
あ
る
。

た
だ
慶
長
か
ら
元
和
の
境
目
（
一
五
九
六
年
～
一
六
二
三
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
多
少

の
ズ
レ
が
あ
る
。
安
田
説
に
賛
成
で
き
な
い
理
由
は
、、
世
間
一
般
の
人
々
の
た
め
に

改
編
さ
れ
た
節
用
集
の
特
異
点
が
次
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

㈠
本
文
は
行
草
書
で
そ
の
左
の
狭
い

行
ギ
ョ
ウ

に
本
文
の
字
に
当
る
楷
書
を
そ
え
て
示
し

て
、
古
本
な
の
に
二
行
表
記
に
な
っ
て
い
る
。『
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
上

之
町
刊
本
』
。
行
草
書
体
で
は
も
と
の
字
形
が
わ
か
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
低
い
人
の

た
め
、
楷
書
を
そ
え
た
も
の
。 

 

㈡
古
本
と
同
じ
草
書
一
行
表
記
で
あ
る
が
、
掲
載
語
は
削
除
さ
れ
た
簡
易
な
縮
刷
本

で
あ
る
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
刊
『
源
太
郎
板
節
用
集
』
が
あ
る
。
慶
長

年
間
刊
行
の
い
わ
ゆ
る
「
草
書
本
」
は
大
版
本
で
、
そ
の
語
数
も
『
易
林
本
節

用
集
』
な
み
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
三
分
の
一
削
除
し
た
語
数
で
横
本
に
変
え

ら
れ
、
実
用
性
重
視
と
な
っ
て
い
る
。 

 

㈢
副
表
記
の
楷
書
（
真
体
）
は
漢
字
の
字
形
を
示
す
た
め
に
表
記
さ
れ
て
い
た
の
に
、

そ
の
字
に
付
訓
（
ヨ
ミ
）
ま
で
施
さ
れ
た
。
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
六
）
の
西

村
又
左
衛
門
板
『
真
草
二
行
節
用
集
』
で
は
漢
字
に
訓
が
多
く
な
り
、
漢
字
字

書
的
性
格
が
加
わ
っ
て
い
る
。 

 

㈣
頭
注
形
式
が
は
じ
め
て
採
用
さ
れ
、
本
文
の
語
を
抽
出
し
て
語
釈
を
施
し
て
い
る
。
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寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
の
山
本
義
兵
衛
板
『
頭
書
増
補
二
行
節
用
集
』
は
、

漢
学
の
初
歩
的
学
習
書
の
性
格
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

㈤
集
中
に
記
載
さ
れ
た
漢
字
に
す
べ
て
傍
訓
仮
名
を
付
す
よ
う
に
な
っ
た
。
延
宝
年

間
（
一
六
七
三
～
八
〇
）
板
の
『
頭
書
増
補
二
行
節
用
集
』
貞
享
二
年
（
一
六

八
五
）
の
小
野
善
左
衛
門
板
『
頭
書
増
補
節
用
集
大
全
』
で
は
、
漢
字
の
音
も

訓
も
学
習
で
き
る
表
記
と
な
っ
て
、
漢
和
辞
書
化
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
引
用
し
て
い
る
が
、
湯
浅
茂
雄
氏
が
漢
字
表
記
辞
典
に
加
え

て
、
右
の
㈤
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
「
簡
略
な
漢
和
辞
典
的
な
性
格
を
併
せ
持
つ
こ
と

に
な
っ
た
」
と
指
摘
す
る(

19)

よ
う
に
、
節
用
集
の
性
格
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
㈠

か
ら
㈤
ま
で
の
特
色
は
『
易
林
本
節
用
集
』
以
前
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
安
田
氏
が

こ
れ
ら
の
特
色
を
不
問
の
ま
ゝ
、
十
七
世
紀
の
八
十
年
代
ま
で
連
句
の
賞
品
と
し
て
利

用
さ
れ
た
と
断
定
す
る
の
は
、
近
世
節
用
集
の
変
化
を
無
視
し
て
自
説
に
こ
だ
わ
り
す

ぎ
の
無
理
が
あ
ろ
う
。 

 

六 

室
町
期
の
節
用
集
類
の
仮
説
を
も
と
に
考
え
て
み
た
が
、
ど
こ
ま
で
整
合
性
が

と
れ
て
い
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
Ｘ
祖
本
の
作
者
を
熟
達
成
人
と
考
え
る
人

が
多
い
の
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
篤
学
の
若
年
者
を
作
者
像
と
仮
定
し
た
。
そ
の
結
果
、

後
続
の
書
写
人
に
改
編
意
欲
を
刺
戟
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
に
伴
な
っ

て
改
編
者
の
好
み
・
個
性
に
よ
っ
て
、
写
本
の
内
容
規
模
の
大
小
の
差
が
生
じ
た
も
の

と
考
え
る
。
先
学
諸
氏
の
中
で
は
節
用
集
と
節
用
以
外
の
書
名
の
も
の
を
別
扱
い
に
す

る
人
も
い
る
が
、
写
本
期
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
改
編
者
に
よ
っ
て
異
名
を
考
案
さ
れ
た
も

の
で
、
節
用
集
の
異
名
本
と
し
て
同
類
本
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
後
十
六
世
紀

後
半
の
『
天
正
十
八
年
本
節
用
集
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
節
用
集
の
書
名
が
広
く
知
ら

れ
定
着
し
た
も
の
と
思
う
。 

 

改
め
て
節
用
集
と
い
う
辞
書
に
つ
い
て
確
認
す
れ
ば
、
中
田
祝
夫
氏
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る(

20)

。 

 

「
節
用
集
」
は
室
町
時
代
の
「
い
ろ
は
」
引
き
、
日
常
使
用
の
国
語
辞
書
で
、

言
葉
は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
漢
字
で
あ
る
か
思
い
出
せ
な
い
場
合
に
引

く
も
の
。
要
す
る
に
書
い
て
い
る
と
き
、
書
け
な
い
漢
字
を
求
め
る
た
め
に
引

く
辞
書
で
あ
る
。 

 

言
い
か
え
れ
ば
室
町
期
の
節
用
集
は
、
身
に
つ
け
て
い
る
使
用
語
彙
の
漢
字
表
記
を

知
る
た
め
の
辞
書
で
あ
っ
て
、
理
解
語
彙
の
表
記
を
知
る
た
め
の
書
で
は
な
い
。
つ
ま

り
日
常
口
に
す
る
言
葉
を
ど
ん
な
漢
字
で
書
き
表
わ
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
場
合
に

利
用
す
る
辞
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
漢
字
を
知
る
た
め
の
新
し
い
辞
書
を
、
室
町
期
の
識

字
層
に
属
す
る
人
々
は
求
め
て
い
た
の
に
、
先
行
の
辞
書
に
そ
う
し
た
利
用
者
の
立
場

か
ら
編
集
し
た
辞
書
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
後
半
に
な
っ
て
人
々
の
欲
求

に
応
え
る
形
で
節
用
集
類
本
が
作
ら
れ
た
の
は
重
要
な
こ
と
と
思
う
。
使
用
す
る
立
場

か
ら
編
次
さ
れ
た
新
し
い
辞
書
は
、
特
定
の
人
で
は
な
く
、
イ
ロ
ハ
優
先
分
類
の
辞
書

に
賛
同
す
る
、
室
町
の
識
字
層
の
人
々
に
よ
っ
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ

が
国
の
字
書
（
辞
書
）
に
は
、
空
海
の
『
篆
隷
万
象
名
義
』
源
順
の
『
倭
名
類
聚
鈔
』
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の
よ
う
に
、
傑
出
し
た
作
者
の
著
述
に
よ
る
先
行
辞
書
が
あ
る
。
十
五
世
紀
に
誕
生
し

た
節
用
集
は
、
そ
う
し
た
先
行
書
と
ち
が
っ
て
室
町
・
江
戸
・
明
治
と
い
う
三
代
の
人
々

に
支
持
さ
れ
続
け
た
辞
書
で
あ
る
と
い
う
点
で
特
記
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
極
言
す

れ
ば
、
ま
さ
に
時
代
社
会
の
民
衆
の
作
り
あ
げ
た
辞
書
な
の
で
あ
る
。 

 

「
節
用
集
」
が
室
町
の
日
常
語
を
漢
字
で
表
記
し
た
い
願
望
が
動
機
と
な
っ
て
作
ら

れ
、
そ
の
欲
求
が
近
世
期
の
整
版
本
に
な
っ
て
も
衰
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
節
用
集

の
出
版
競
争
を
し
て
い
た
書
商
た
ち
は
、
さ
ら
に
増
語
を
は
か
っ
て
、
古
屋
彰
氏
の
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
世
話
詞
（
世
話
字
）
」
を
と
り
こ
む
よ
う
に
な
る(

21)

。
例
え
ば

「
如
露

に

ょ

ろ

々
々
」
の
よ
う
な
擬
態
語
擬
音
語
ま
で
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
の
手
助
け
を
す

る
辞
書
と
な
る
。
日
本
人
の
漢
字
表
記
好
き
を
批
判
す
る
柳
田
国
男
氏
の
「
節
用
禍
」

(

22)

の
一
翼
を
に
な
っ
た
と
い
う
史
的
役
割
を
果
す
辞
書
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

漢
字
が
支
配
層
や
知
識
層
の
も
の
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
社
会
一
般
の
人
々
の
使
用
と

な
る
た
め
に
果
し
た
史
的
役
割
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
る
。 

 
 
 

（
五
・
一
七
） 

  

注 

１
『
日
本
古
典
文
学
辞
典
』
㈢
の
節
用
集
の
項
。
一
九
八
四
年
岩
波
書
店
刊
。
六

二
一
頁 

２
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
上
田
万
年
橋
本
進
吉
著 

本
稿
で
は
勉
誠
社
覆
製
本

使
用
。
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
か
ら
文
明
六
年
（
一
四
七
五
）
ま
で
の
三
十

年
間
に
成
立
と
あ
る
。
二
八
八
頁 

３
『
古
語
大
辞
典
』
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
小
学
館
刊
。「
日
本
の
古
辞
書
」

に
「
明
応
年
間
の
こ
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
一
八
二
四
頁
(上) 

４
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学 

古
典
叢
書
別
冊
一
。
昭
和
四
三
年
（
一
九
六

八
）
刊
。 

５
注
１
に
同
じ
。 

６
『
日
本
語
と
辞
書
』
第
三
輯
付
表
「
古
本
節
用
集
諸
本
一
覧
表
」
丹
藤
典
子
島

田
栄
子
に
よ
れ
ば
「
辞
林
枝
葉
」
は
伊
勢
本
と
あ
る
。 

７
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
影
印
篇
解
説
六
頁
(上)
八
行
。 

８
『
下
学
集
』
岩
波
文
庫 

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
刊
。
亀
井
孝
解
説
一
五

〇
頁 

９
注
２
に
同
じ
。
二
七
一
頁 

10
注
３
に
同
じ
。
一
八
二
四
頁 

11
注
２
に
同
じ
。
一
四
九
頁 

12
注
10
に
同
じ
。
二
九
三
頁 

13
注
11
に
同
じ
。 

14
『
古
本
節
用
集

六 
 

種

研
究
並
び
に
總
合
索
引
』
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
風
間

書
房
刊
。
解
説 

15
『
国
語
学
辞
典
』
国
語
学
会 

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
刊
。
五
九
〇
頁 

16
『
近
世
の
国
語
辞
書 

節
用
集
の
付
録
』
増
補
改
訂
版 

柏
原
司
郎 

㈱
お
う

ふ
う 

二
〇
一
六
刊
。
四
〇
頁 

17
注
１
に
同
じ
。 

18
「
国
語
国
文
」
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
六
月
『
中
世
辞
書
論
考
』
所
収
。 

19
『
日
本
古
辞
書
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
刊
。
二
二
六

頁 

20
注
３
に
同
じ
。
一
八
二
三
頁
(上) 

21
「
世
話
字
尽
と
節
用
集
」
一
九
七
八
年
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
叢
（
文
学
）
25 

22
「
柳
田
国
男
の
「
節
用
禍
」
を
め
ぐ
っ
て
」
東
海
大
学
文
学
会
「
湘
南
文
学
」

48
所
収
。
柏
原
司
郎 

（
か
し
わ
ば
ら
・
し
ろ
う 

本
学
名
誉
教
授
） 


